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01-b 02   敷地 - 島根県浜田市元浜町 -

　山陰地方の西部に

位置する島根県浜田

市は南部に中国山地、

北部には日本海が面し

ており、 浜田港は山陰

有数の漁港として知ら

れている。 海山がもた

らす美味しい食材、 石

見神楽などの伝統芸

能が特徴として挙げら

れる。

　ひとり親家庭が抱える様々な不

安が負担となり、 近年ひとり親の

相談施設の相談件数が増加し

ている。 浜田市はひとり親の移

住を推進させることで高齢化社

会による働き手の減少問題を解

決しようと取り組んでいる。 ひとり

親の立場に寄り添い、 ひとり親と

子ども、 さらには地域との繋がり

を強くし、 ひとり親世帯の移住が

より活発になるような建築、 街づ

くりを提案する。

設計趣旨 - ひとり親世帯の不安を解く建築 -　社会背景 - ひとり親家庭の増加と浜田市の移住支援 -

　全国で両親の離婚、 親の死

去、 未婚等によるひとり親世帯

が近年増加傾向にある。 浜田

市ではひとり親の移住支援を推

進しており、 都心部からの移住

者に対し、 住まいや支援金の

提供などが行われるもので、 こ

れまでに浜田市全体で 19 世帯

44 人が移住しその後 11 世帯 27

人が定住している。 島根県では
浜田港に面した計画敷地。 現在は廃ビルと駐車場に整備されている。

　さらに島根県ではコミュニティナースの派遣が進み、 地域看護の拠点として活躍している。

暮らしの身近な存在として地域の人のやりたいことを引き出し、 まちの可能性を広げる。

提案 - ひとり親の生き方に沿った新しい街開きのカタチ -

ダイアグラム

ひとり親の移住への不安が

解消されることから、 更に

移住してくるひとり親世帯が

増加し、 移住と労働が循

環する。 高齢社会に必要

となる介護人口の増加にも

貢献。 ひとり親世帯の移

住によってまち全体が高齢

化社会に対応した仕組み

が構築される。

介護付き有料老人ホーム＋移住してきたひとり親世帯の住居の複合施設
子供の成長とひとり親の不安を解消する空間構成

介護ユニットの空間に子供の遊び場の挿入

親の目を向けながら安心して仕事

地域の子供たちと老人ホーム入居者の交流

心境に合わせた個人空間をからユニットと視線でつなぐ コミュニティナースとして地域の拠点となる

子供が独り立ちした後の孤独感、 寂しさをこれまでの

移住生活で培った地域住民との関わりが解消する

ほどよい距離感を保ちながらも子供のために

1 人で働く姿が目に映る

高齢者と移住してきた
ひとり親世帯の

居住空間

各機能が 「敷居を跨ぐ」
ことで多様な交流が生ま

れる。

移住の循環、 ひとり親を

支えるための機能挿入

周辺の住宅スケールに呼応した

石州瓦の屋根の連続

移住してきた

ひとり親世帯の住居

老人ホームケアユニット

子供の心の距離を

映した個人空間

地域の人々が使う共有空間

ひとり親の子供や地域の子供たちの憩いの場

地域と施設内の高齢者、 さらには地域のひとり親家庭

を繋ぐコミュニティナース拠点

2 階ベランダから日本海を望む。 老人ホーム内の洗濯物干し空間となる。

ひとり親家庭の個人空間がケアユニットと視線で間接的に繋がる。 親の働く様子が垣間見える。

　都会から移住してきたひとり親世帯。子供を育てながら働き、様々な負担がひとり親に伸し掛かってくる。

移住してから歳を取るまでどのような生き方ができ、どのようにまちに溶け込んでいくことができるのか。ひとり

親が不安を拭い子供と、地域住民と共に笑顔で過ごしていくための働き方の提案。



コミュニティナースとなったひとり親が老人ホームと地域住民のパイプ役となり、 地域のひとり親の相談空間としても機能する。

小学校の帰り道、地域の子供
たちが立ち寄る

移住してきたひとり親がコミュニティ
ナースとなり、まちと老人ホームの

繋ぎ役となる

老人ホームのケアユニットとコミ
ュニティナース拠点が接続。地
域に開かれた新しいケアの形 

勤務中のひとり親の視野に入りやすい
子供たちの室配置。

地場産業の石州瓦の工房や隣接した
浜田港の地魚が軒下空間に並ぶ。

吹抜けからケアユニットと個人空間が
視線でつながる 2階は移住してきたひとり親世帯の

居住空間

地域のスペースとケアユニットの
空間共有

路地から地域住
民が集まり、憩い

の場となる

ひとり親が働きながら看護の知識も学べる。
コミュニティナースの準備もできる

浜田港

浜田市立原井小学校

中心市街地

吹抜けでケアユニットと繋がる。
ひとり親が働く姿が子供の目に入る

ベランダから日本海を望む

成長に伴う親子の心の
距離を映す空間配置

思春期のひとり親家庭の子供
の居場所

老人ホームのケアユニットと共用空間である食堂、 子供の空間である学習室が隣接し、 コミュニティの交流が自然発生的に起こる。

地場産業で石州瓦の工房が南端にあり、 地域住民の憩いの場となる。


